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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 62,143 1.4 862 △83.6 1,365 △74.3 460 △86.5

2021年3月期第3四半期 61,260 △6.4 5,270 120.4 5,306 75.3 3,408 101.2

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,007百万円 （△59.4％） 2021年3月期第3四半期　　4,948百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 8.74 ―

2021年3月期第3四半期 59.28 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 105,225 59,066 51.8 1,059.49

2021年3月期 105,170 62,315 54.6 1,050.10

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 54,457百万円 2021年3月期 57,377百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 17.00 ― 17.00 34.00

2022年3月期 ― 17.00 ―

2022年3月期（予想） 18.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 83,000 0.7 500 △92.3 1,000 △84.3 300 △90.9 5.69

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料９ページ「２. 四半期連結財務諸表及び主な注記（４） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ

い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 62,000,000 株 2021年3月期 69,068,822 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 10,600,928 株 2021年3月期 14,428,845 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 52,683,505 株 2021年3月期3Q 57,496,517 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、（添付資料）３ページ「１. 当四半期決算に関する定性的情報（４） 連結

業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境としましては、主力の船舶用塗料分野におい

て、修繕船市場においては、一定の需要が継続する中、拡販に注力したことから、国内や欧州を中心に堅調に推移

しました。一方、新造船市場では、建造量の減少に伴い国内や中国での需要が大きく落ち込んだことから、全体と

して低調に推移しました。工業用塗料分野では、東南アジアにおける重防食塗料について、新型コロナウイルスの

影響によるプロジェクトの延期等により低調に推移しましたが、国内の建材用塗料や東南アジア以外のセグメント

における重防食塗料の需要回復により、全体として堅調に推移しました。コンテナ用塗料分野では、世界的なコン

テナボックス需要の拡大とともに、塗料需要も持ち直し、販売が回復しました。

このような経営環境の下、当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は62,143百万円（前年同期比

1.4％増）となりました。利益面については、原材料調達手法や販売価格の見直しに加え各種経費の削減に努めた

ものの、原油などの資源高に伴う主要原材料価格の高騰による原価率の上昇や、当社連結子会社における退職給付

に係る負債の計上漏れに関する対応費用の計上により、営業利益862百万円（同83.6％減）、経常利益1,365百万円

（同74.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益460百万円（同86.5％減）となりました。

当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

①　日本

船舶用塗料において、国内造船所の船舶建造量が減少したことで新造船向けの販売が大きく落ち込んだもの

の、修繕船向けの販売は堅調に推移しており、工業用塗料においては、前年同期に新型コロナウイルスの影響

で生産調整を実施した建材メーカーの稼働率が改善し、建材用塗料の販売が回復いたしました。その結果、売

上高は23,136百万円（前年同期比6.9％減）となりました。一方、損益面では、主要原材料価格の高騰による

調達コストの上昇から、セグメント損失は前年同期に比べ2,307百万円減益の637百万円（前年同期はセグメン

ト利益1,670百万円）となりました。

②　中国

船舶用塗料において、船舶建造量の減少により新造船向けの販売が落ち込み、修繕船向けの販売についても

当該期間における当社顧客の入渠船減少等により低調に推移した一方、工業用塗料においては、重防食用塗料

の販売が好調であったことに加え、コンテナ用塗料においても、塗料需要の回復により販売が伸長したことか

ら、売上高は12,739百万円（同8.0％増）となりました。一方、損益面では、主要原材料価格の高騰による調

達コストの上昇から、セグメント損失は前年同期に比べ790百万円減益の353百万円（前年同期はセグメント利

益437百万円）となりました。

③　韓国

船舶用塗料において、主力の新造船向けの販売が好調であったことから、売上高は5,587百万円（同12.1％

増）となりました。一方、損益面では、為替の影響や主要原材料価格の上昇による調達コストの上昇から、セ

グメント損失は前年同期に比べ895百万円減益の461百万円（前年同期はセグメント利益433百万円）となりま

した。

④　東南アジア

船舶用塗料において、修繕船向けの販売が堅調に推移した一方、工業用塗料においては新型コロナウイルス

の影響により重防食塗料の販売が低調に推移し、売上高は8,531百万円（同0.8％増）となりました。一方、損

益面では、主要原材料価格の上昇による調達コストの上昇から、セグメント利益は前年同期に比べ200百万円

減益の1,185百万円（同14.4％減）となりました。

⑤　欧州・米国

船舶用塗料において、主に修繕船向けの販売が伸長したことや、為替の影響による増収効果があったことか

ら、売上高は12,148百万円（同8.8％増）となりました。損益面では、主要原材料価格の高騰により調達コス

トが上昇したものの、営業コスト等の各種経費の抑制や高付加価値製品の拡販により、セグメント利益は前年

同期に比べ16百万円増益の282百万円（同6.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ55百万円増加の105,225百万円となりました。

①　資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ、628百万円増加の72,766百万円となりました。主な要因は、原材料及

び貯蔵品の増加（2,130百万円）や商品及び製品の増加（1,337百万円）、現金及び預金の減少（2,898百万

円）であります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ、572百万円減少の32,459百万円となりました。主な減少要因は、有形

固定資産の減少（494百万円）であります。
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②　負債

流動負債は前連結会計年度末に比べ、1,088百万円増加の37,307百万円となりました。主な要因は、短期借

入金の増加（1,830百万円）や支払手形及び買掛金の増加（1,277百万円）、１年内返済予定の長期借入金の減

少（1,705百万円）であります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ、2,216百万円増加の8,851百万円となりました。主な増加要因は、長期

借入金の増加（1,731百万円）であります。

③　純資産

純資産は前連結会計年度末に比べ、3,249百万円減少の59,066百万円となりました。主な要因は、自己株式

の取得等による減少（3,059百万円）や剰余金の配当等による利益剰余金の減少（1,353百万円）、為替換算調

整勘定の増加（1,555百万円）であります。なお、自己株式の消却により、資本剰余金と自己株式がそれぞれ

6,282百万円減少しております。

（３）キャッシュ・フローの状況に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は18,456百万円と前連結会計年度末に比べ3,463百万

円の減少となりました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られたキャッシ・フローは、230百万円となりました。主な増加は、売上債権の増減額

1,941百万円、税金等調整前四半期純利益1,645百万円であり、主な減少は、棚卸資産の増減額2,968百万円で

す。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって使用されたキャッシュ・フローは、632百万円となりました。主な増加は、定期預金の払戻

による収入3,597百万円であり、主な減少は、定期預金の預入による支出3,905百万円です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって使用されたキャッシュ・フローは、4,153百万円となりました。主な減少は、自己株式の取

得による支出3,096百万円、非支配株主への支払いを含めた配当金の支払額2,196百万円です。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご

覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,683 21,784

受取手形及び売掛金 27,937 26,910

電子記録債権 1,822 1,826

有価証券 333 47

商品及び製品 9,695 11,033

仕掛品 430 495

原材料及び貯蔵品 6,704 8,834

その他 1,285 2,320

貸倒引当金 △754 △486

流動資産合計 72,138 72,766

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,046 5,099

機械装置及び運搬具（純額） 3,566 3,326

土地 13,061 13,048

その他（純額） 2,775 2,480

有形固定資産合計 24,449 23,955

無形固定資産 397 327

投資その他の資産

投資有価証券 7,211 7,144

退職給付に係る資産 109 99

繰延税金資産 423 445

その他 1,771 1,823

貸倒引当金 △1,330 △1,336

投資その他の資産合計 8,185 8,176

固定資産合計 33,032 32,459

資産合計 105,170 105,225

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,357 10,635

電子記録債務 1,248 1,633

短期借入金 16,400 18,230

１年内返済予定の長期借入金 2,710 1,005

未払金 2,363 2,289

未払法人税等 945 313

賞与引当金 106 259

製品保証引当金 208 164

その他 2,880 2,776

流動負債合計 36,219 37,307

固定負債

長期借入金 2 1,733

長期未払金 121 89

繰延税金負債 1,465 1,831

再評価に係る繰延税金負債 2,223 2,223

退職給付に係る負債 1,738 1,994

その他 1,083 978

固定負債合計 6,634 8,851

負債合計 42,854 46,159

純資産の部

株主資本

資本金 11,626 11,626

資本剰余金 7,788 1,504

利益剰余金 45,801 44,447

自己株式 △12,642 △9,419

株主資本合計 52,573 48,158

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,555 2,569

土地再評価差額金 3,798 3,798

為替換算調整勘定 △1,625 △69

退職給付に係る調整累計額 76 △0

その他の包括利益累計額合計 4,804 6,298

非支配株主持分 4,938 4,609

純資産合計 62,315 59,066

負債純資産合計 105,170 105,225
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 61,260 62,143

売上原価 41,820 47,046

売上総利益 19,439 15,097

販売費及び一般管理費 14,169 14,234

営業利益 5,270 862

営業外収益

受取利息 124 62

受取配当金 138 185

受取ロイヤリティー 47 60

技術指導料 53 36

為替差益 - 198

その他 302 311

営業外収益合計 667 855

営業外費用

支払利息 279 264

為替差損 209 -

その他 141 87

営業外費用合計 630 352

経常利益 5,306 1,365

特別利益

固定資産売却益 5 1

投資有価証券売却益 - 277

特別利益合計 5 279

特別損失

投資有価証券評価損 25 -

新型コロナウイルス感染症関連損失 124 -

特別損失合計 150 -

税金等調整前四半期純利益 5,162 1,645

法人税、住民税及び事業税 1,133 600

法人税等調整額 48 370

法人税等合計 1,181 970

四半期純利益 3,981 674

非支配株主に帰属する四半期純利益 572 213

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,408 460

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 3,981 674

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,016 14

為替換算調整勘定 △1,072 1,395

退職給付に係る調整額 23 △76

その他の包括利益合計 967 1,333

四半期包括利益 4,948 2,007

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,598 1,954

非支配株主に係る四半期包括利益 350 53

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 7 -

中国塗料㈱(4617)　2022年３月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純利益 5,162 1,645
減価償却費 1,432 1,550
貸倒引当金の増減額（△は減少） 75 △394
その他の引当金の増減額（△は減少） 87 108
退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 3 11
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 147 76
受取利息及び受取配当金 △263 △247
支払利息 279 264
為替差損益（△は益） △24 △80
固定資産除売却損益（△は益） △4 5
投資有価証券売却損益（△は益） - △277
投資有価証券評価損益（△は益） 25 -
売上債権の増減額（△は増加） △673 1,941
棚卸資産の増減額（△は増加） △499 △2,968
未払又は未収消費税等の増減額 △274 △470
仕入債務の増減額（△は減少） △299 1,411
その他 △573 △858

小計 4,602 1,717

利息及び配当金の受取額 271 248
利息の支払額 △278 △263
法人税等の支払額 △653 △1,472

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,941 230

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △7,861 △3,905
定期預金の払戻による収入 7,956 3,597
短期貸付金の純増減額（△は増加） 16 15
固定資産の取得による支出 △1,046 △723
固定資産の売却による収入 19 7
投資有価証券の取得による支出 △14 △19
投資有価証券の売却による収入 - 383
その他 △26 12

投資活動によるキャッシュ・フロー △957 △632

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,249 1,302
長期借入れによる収入 - 700
長期借入金の返済による支出 △7 △707
自己株式の売却による収入 16 -
自己株式の取得による支出 △2,968 △3,096
配当金の支払額 △1,937 △1,811
非支配株主への配当金の支払額 △291 △384
その他 △135 △155

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,075 △4,153

現金及び現金同等物に係る換算差額 △475 1,092

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,566 △3,463

現金及び現金同等物の期首残高 21,479 21,920

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,913 18,456

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年５月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式3,275,500株の取得を行いました。これによ

り、自己株式が3,095百万円増加しました。また、2021年７月30日開催の取締役会決議に基づき、2021年８月16日

付で自己株式7,068,822株を消却しました。これにより、資本剰余金及び自己株式がそれぞれ6,282百万円減少しま

した。主にこれらの影響により、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が1,504百万円、自己株式が

9,419百万円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、顧客から原材料等を仕入れ、加工を行ったうえで当該顧客に販売する有償受給取引について、従来は原材料

等の仕入価格を含めた対価の総額で収益を認識しておりましたが、原材料等の仕入価格を除いた対価の純額で収

益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ351百万円減少しております。利益剰

余金の当期首残高への影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

日本 中国 韓国 東南アジア 欧州・米国 合計

売上高

外部顧客への売上高 24,852 11,792 4,986 8,460 11,167 61,260

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,652 4,394 1,745 2,396 646 11,835

計 27,504 16,187 6,732 10,856 11,814 73,095

セグメント利益 1,670 437 433 1,386 266 4,194

　（単位：百万円）

　利益 金額

報告セグメント合計 4,194

セグメント間取引消去 1,867

全社費用（注） △792

四半期連結損益計算書の営業利益 5,270

（単位：百万円）

日本 中国 韓国 東南アジア 欧州・米国 合計

売上高

外部顧客への売上高 23,136 12,739 5,587 8,531 12,148 62,143

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,828 5,900 2,078 2,547 635 13,990

計 25,964 18,640 7,666 11,079 12,783 76,134

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
△637 △353 △461 1,185 282 16

　（単位：百万円）

　利益又は損失（△） 金額

報告セグメント合計 16

セグメント間取引消去 1,658

全社費用（注） △812

四半期連結損益計算書の営業利益 862

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識に関する会計基準等の適用）

（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020

年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更

したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は「日本」で351百万円

減少しております。

日本 中国 韓国
東南

アジア

欧州
・
米国

計

船舶用塗料 20,481 10,227 4,880 4,658 10,933 51,182

工業用塗料 4,117 646 105 3,449 186 8,505

コンテナ用塗料 ― 918 ― 352 47 1,318

その他 253 ― ― ― ― 253

計 24,852 11,792 4,986 8,460 11,167 61,260

日本 中国 韓国
東南

アジア

欧州
・
米国

計

船舶用塗料 18,566 7,895 5,444 4,970 11,773 48,650

工業用塗料 4,325 961 143 3,275 269 8,974

コンテナ用塗料 ― 3,882 ― 286 105 4,274

その他 244 ― ― ― ― 244

計 23,136 12,739 5,587 8,531 12,148 62,143

３．補足情報

販売実績

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
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